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第IV章  海洋ごみ回収の効果測定手法等の改善の検討 

IV.1  海洋ごみ回収の効果測定手法等に関する検討 1), 2), 3) 

海洋ごみ回収については、令和 5 年 3 月に環境省から「IT 技術等を活用した海洋

ごみ回収・処理事例集（公開版）」3)が作成されているが、海底ごみの回収効果につ

いての資料は漂流ごみに比べて少ない。 

「漁業者と自治体の協力による海洋ごみ回収マニュアル（令和 5 年 8月 環境省）」

に関連し、海洋ごみ調査に係る目的及び測定、確認項目（表 IV.1-1）が整理されて

いるが、目的を明確にして継続的に調査を行っている事例は少ないため、海洋ごみ

回収に関する文献・事例によって収集したデータを基に、自治体や民間団体が行っ

ている海中清掃や海底ごみ回収データ等を活用し、回収した海洋ごみの効果測定手

法の改善を検討するため、既存状況を整理した。 

 

  表 IV.1-1 海洋（海底）ごみ回収に係る調査について 

  

 

 

 

 

 

 

 

IV.1.1  海洋ごみの減少効果の把握 

海洋ごみ回収の実績では、分別の手間を省くため、品目、組成及び発生由来等ま

で把握している場合は少なく、ごみの総量又は簡易な分別をしている事例が多い。 

海洋ごみの減少効果の把握を行うため、市民団体「海をつくる会」がボランティ

アで行っている海底清掃や、公益財団法人日本釣振興会が行っている海底清掃のデ

ータを用いた。 

海底清掃は、ダイバーが海に潜り海底のごみを回収しており、「海をつくる会」

においては日本各地で年に約 30回行われている。今回は定期的な海底の清掃による

海洋ごみの減少効果を把握するために、継続して海底清掃が行われている「岩手県

釜石市佐須漁港」、「静岡県焼津漁港」及び「神奈川県山下公園」の公開されている

ごみ回収データを整理した。 

海底清掃のデータは、実施時期、実施時間、実施人数、実施場所、回収されたご

みの総重量、一部の回収したごみの組成とその個数が記録されている。このため、

海洋ごみの減少効果を把握するデータとして、回収されたごみの総重量を対象とし

た。また、総重量のみでは粗大ごみ等の影響が大きいため、頻繁に回収されている

海洋ごみの代表として、飲料用ペットボトル、飲料用カン、飲料用ガラスビンの個

目的 測定、確認項目 

0.基本情報 実施主体、操業隻数、漁具・漁法、費用負担、等 

1.海洋ごみ総量の変化 総量（重量、容積）、年間処理回数・頻度、等の把握 

2.多い海洋ごみの品目 地域の処理状況に対応した分別方法、使用分別分類リスト 

3.海洋ごみの多い地点 回収場所、回収量、等の把握 

4.海洋ごみ多い時期 操業（回収）隻数、回収時期・量、等の把握 

5.海洋ごみの発生由来 表記言語・年代の記録、漁具仕様、等の把握 

6.海洋ごみの残存・堆積期間  消費（賞味）期限、対象品目、等の把握 
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数も対象とした。 

 

図 IV.1-1(1) 海底清掃データカード１） 
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図 IV.1-1(2) 海底清掃データカード１） 
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表 IV.1-2 海底清掃ごみの回収結果（一部抜粋） 
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(1)  須佐漁港 

須佐漁港は、岩手県釜石市に位置する第 1 種漁港であり、こんぶ養殖、採貝採藻、

うに採取が主要な漁業である。「海をつくる会」が中心となり、日本釣振興会や須

佐漁港などの団体が 2012年から 2017年、2019年に海底清掃を行った。 

海底清掃は毎年 8 月上旬にほぼ定期的に行われているが、実施時間は 60 分～180

分、参加人数は 24人～33人と年によってばらつきがみられる。 

 

総重量では、2012年～2016年にかけて、ほぼ横ばいで推移しているが、2017年、

2019 年では増加した。個数では、飲料用ペットボトルは 2017 年までほぼ横ばいで

推移していたが、2019 年に急増しており、飲料用ガラスビンも増加の傾向がみら

れた。一方、飲料用カンは減少の傾向がみられた。 

 

図 IV.1-2 佐須漁港位置 
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図 IV.1-3(1） 須佐漁港のごみ回収量経年変化(上：飲料用ペットボトル 下：飲料用カン） 
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図 IV.1-3(2) 佐須漁港の回収量経年変化（上：飲料用ガラスビン 下：総重量） 
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(2)  焼津漁港 

焼津漁港は、静岡県焼津市に位置する特定第 3 種漁港であり、京浜、中京、阪神

といった大型の大消費地と高速道路を利用して数時間の距離にある。 

平成 14年度から「漁港環境整備事業」により、焼津漁港内の新港地区に親水広場

「ふぃっしゅーな」が誕生した。「ふぃっしゅーな」では、フィッシングゾーンが

設置されており、サビキ釣からルアー釣りまで様々な釣りが楽しまれている。 

海底清掃は「ふぃっしゅーな」で行われており、日本釣振興会が主催となって、

有限会社はなまる、藤枝マリンダイビング、海をつくる会などの団体が 2011 年 5

月、2014 年 5 月、2015 年 6 月、2016 年 6 月、2018 年 9 月、2020 年 9 月、2021 年

10 月及び 2022 年 10月の合計 8回行っている。実施時間は 60 分～90分、参加人数

は 23 人～56 人と実施時期、実施時間、実施人数にばらつきがみられる。また、

2020 年に実施された際は参加人数が多く、海底清掃の他に公園内の清掃も行った

とされているため、ごみ回収量に陸上分が含まれている点に留意が必要である。 

 

総重量では、経年的な減少傾向がみられた。個数では、飲料用ペットボトルは

2020 年に急増したものの、翌年以降は減少しており、飲料用カンは 2018 年を境に

減少し、飲料用ガラスビンは増加傾向がみられたが、2022 年には減少が顕著であ

った。 

 

図 IV.1-4 焼津漁港ふぃっしゅーな位置 
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図 IV.1-5(1) 焼津漁港の回収量経年変化（上：飲料用ペットボトル 下：飲料用カン） 
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図 IV.1-5(2) 焼津漁港の回収量経年変化（上：飲料用ビン 下：総重量） 
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(3)  山下公園 

神奈川県横浜市に位置する山下公園は、国際戦略港湾である横浜港に隣接する公

園である。海沿い約 700 メートルに及ぶ臨海公園で様々なモニュメントやバラ園な

どが設置されており観光地として親しまれている。 

山下公園では 2009 年～2022 年にかけて、毎年 10 月頃に海底清掃が行われている

ほか、春・夏にも実施していることもある。全ての回での整理に加え、毎年行われ

ている秋の海底清掃のみでも整理した。 

実施時間は 60分～180分、参加人数は 20人～252人と、実施時間、参加人数にば

らつきがみられた。また、2009年、2010年、2012年の 10月に実施された際は、参

加人数が多く海底の清掃以外に公園内の清掃も行ったとされているため、ごみ回収

量には陸上分が含まれている点に留意する必要がある。 

 

総重量については、経年的な減少の傾向がみられた。飲料用ペットボトルと飲料

用カンは、実施回によって回収された個数の差が大きいものの、経年的な増加傾向

がみられたが、飲料用ガラスビンでは減少する傾向がみられた。 

 

図 IV.1-6 山下公園位置 
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図 IV.1-7(1) 山下公園の回収量変化（上：飲料用ペットボトル 下：飲料用カン） 
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     図 IV.1-7(2) 山下公園の回収量変化（上：飲料用ビン 下：総重量） 
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【秋の海底清掃のみ版】 

 

 

 
図 IV.1-8(1) 山下公園の回収量経年変化(10月)(上：飲料用ペットボトル 下：飲料缶) 
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図 IV.1-8(2) 山下公園の回収量経年変化(10月)（上：飲料用ビン 下：総重量） 
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IV.2  海洋ごみ回収の効果測定手法等の改善の検討 4) 

 

 3地域において、飲料用ガラスビンの回収量は、全地点で減少する傾向にあ

り、また総重量と飲料用缶に関しても 2地点で減少する傾向がみられた。一方、飲

料用ペットボトルについては、2地点で増加する傾向であった。 

回収された海洋ごみの総重量、飲料用カン、飲料用ガラスビンについては、減少

する傾向にあり、特に定期的に実施されている山下公園では総重量の減少傾向がみ

られたことから、定期的な海底清掃により、海底ごみが減少している可能性が示唆

された。一方、飲料用ペットボトルは増加する傾向であったが、一般社団法人全国

清涼飲料連合会が出した清涼飲料水統計によれば、ペットボトル飲料の年間製造量

は 2011年～2020年を比較すると約 1.3倍増加しており、陸上から流入する可能性

のある量が増えているため、定期的な海底清掃の回収効果がみられていない可能性

もあると考えられた。 

     一般的な調査と異なり、海洋ごみ調査においては調査方法、条件等を統一して行

うことは難しく、調査結果からその効果等を評価することも難しい。改善のための

留意点としては、以下に示すとおりである。 

(1) 調査手法の明確化 

実際にマニュアルを活用した自治体や漁業関係者から、ごみ回収効果を確認す

るための手法についての情報や意見を収集し、実態に添った調査手法となるよう

検討を行う。 

また、得られた情報や意見から課題・改善点を抽出することで、より利活用の

しやすい内容へと更新することが必要であると考えられる。 

(2) 活用方法の充実 

海洋ごみを調査し、その結果を公表している事例は少ないが、ごみ回収の取組

みやその効果を公表することは、従事者のモチベーション維持や活動啓発のため

には重要である。また、公表事例を活用することで、今後の調査や結果の活用方

法について参考となるので、活用方法も重要である。 

(3) 調査シートの作成 

マニュアルの資料編の「海洋ごみ回収シート」を活用して現地調査を行うこと

で、調査に必要な項目が明確となる上に、効率よく調査を行うことができると考

えられる。また、同一のシートを用いて調査することで、調査データに統一性を

持たせることができる。、経年、経時的な比較が可能になると考えられる。 

(4) 海洋ごみ回収（データ記録）の継続 

     海洋ごみは、発生源の特定や削減対策は難しく、台風等により予想外に流木等

が増加することもある。海底ごみについては、漂着ごみに比べ知見やデータが少

ないため、定期的な回収が理想ではあるが、海洋ごみ問題を解決するための比較

検討には、ごみ回収を継続して行い、記録を残すことが重要である。 
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図 IV.2-1 海洋ごみ回収データシート 

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

隻

日

その他・不明（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

【密度の算出について】
曳網距離(㎞)＝(操業時や海底清掃時の船速(knot)×1.852※×操業(清掃）時間(分))/60
掃海面積(㎢)＝網の開口幅(km)×曳網距離(㎞)
密度(個/㎢・㎏/㎢・L/㎢)＝掃海面積(㎢)×計測値(個・㎏・L)

加工木材

ゴム類

自然物（流木等）

飲料缶

スチール製

アルミ製

紙・ダンボール類

ガラス・陶磁器

プラスチック

ペットボトル

天然繊維・革類

発泡スチロール

金属

その他の金属類

食品容器・包装

レジ袋

その他の漁具

その他のプラスチック

漁網・ロープ（漁具）

回収隻数：

回収日数：

大分類 必須項目 個数(個） 容積（L)　 重量（kg）　

分別日： ～

海洋ごみ回収　データシート

調査海域：

回収期間： ～

食品容器

食器

その他のガラス・陶磁器類
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